
スーパーグローバルハイスクールについて 

◆目的：急速にグローバル化が加速する現状を踏まえ、社会課題に対する関心と深い教養、コミュニケーション能力、問題解決力等の 
     国際的素養を身に付け、将来、国際的に活躍できるグローバル・リーダーを高等学校段階から育成する。 

◆事業概要：国際化を進める国内の大学のほか、企業、国際機関等と連携して、グローバルな社会課題を発見・解決し、様々な国際 
     舞台で活躍できる人材の育成に取り組む高等学校等を「スーパーグローバルハイスクール」に指定し、質の高いカリキュラムを 
     開発・実践する。 

・委託事業 ・委託先：都道府県市教育委員会、国立大学法人、学校法人 
・対象学校：国公私立高等学校及び中高一貫教育校（中等教育学校、併設型及び連携型中学校・高等学校） 
・指定期間：５年間 
・指定校数：H２８年度新規１１校（H２６年度５６校、H２７年度５６校） 
・Ｈ２８年度は中間評価を実施（Ｈ２６年度指定校） 

文部科学省 

・学校の指定（5年間） 
・指導・助言・評価 
・支援 

スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ） 

 【主な取組】 
• グローバル・リーダー育成に資する課題研究を中心とした教育課程の研究開発・実践 
• 英語等によるグループワーク、ディスカッション、論文作成、プレゼンテーション、探究型学習等の実施 
• 企業や海外の高校・大学（ESDを通じたユネスコスクールを含む。）等と連携した課題研究（例：国際的に関心が高い社会課題、

地元企業や大学等と連携したグローカルな課題）に関する意見交換及び国内外フィールドワーク 
• 課題研究の英語等による成果発表会等の開催 
 【大学との連携】 
• 課題研究に関する英語等で指導を行う帰国・外国人教員等の派遣や、外国人留学生による英語等による
サポート 

• 海外フィールドワーク等の企画・立案に関するノウハウの伝授  
• 生徒の学習内容の適切な評価 
• 単位認定を含む高大連携プログラムの提供 
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   （平成27年度予算額 １１億円） 
   平成28年度予算額 １１億円  
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